
昭和大学リウマチ・膠原病内科
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2021年度診療実績

関節リウマチ 37名
血清反応陰性脊椎関節症 4名
結晶性関節炎 13名
リウマチ性多発筋痛症 3名

全身性エリテマトーデス 29名
全身性強皮症 5名
炎症生筋疾患 30名
シェーグレン症候群 3名

ANCA関連血管炎 33名
結節性多発動脈周囲炎 6名
巨細胞性動脈炎 5名
高安病 1名
IgA血管炎 1名
限局性血管炎 1名

ベーチェット病 6名
IgG4関連疾患 8名
成人発症Still病 5名
再発性多発軟骨炎 2名
感染症など 76名



リウマチ膠原病内科 ワークショップ

毎年5月に葉山の研修センターで1泊2日のＷＳ

医局の課題や戦略をスタッフ全員で話し合います。

医局員のつながりがいっそう強まります。

これまでの主なテーマ
• 医局の強み弱みSWOT分析
• 医局の理念を見つめ直す
• 仕事と家庭の両立
• 効率化とは何か？ etc



リウマチ膠原病内科 ワークショップ
～医局の強み～を紹介

できる

上司がいる！

やりたいことが

できる
環境・チームがある

スタッフがみな話しやすい。

ばかり！

研究や教育の丁寧な

がいる

日本で唯一の
SLEレジストリーがある

（ ）

病院の が良い

学閥や理不尽な上下関係
がない

膠原病

外来！

研究室が

充実している！

出産後、育児中も
働きやすい！

病歴・フィジカル・病態推論
に強くなる！
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多様性のある医局

女性：約1/3
昭和以外の出者者：

約1/3

転科・中途採用：

約1/3

留学経験者：

約1/3
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こういった方にお勧めしたい

【フレッシュ・若手として】
・いまのところとくにやりたいことがない。
・内科専門医、リウマチ専門医を取得したい
・大学内科の砦として基本的な診療技術を身に着けたい
・家庭と仕事の両立も大切にしていきたい

【熟達したリウマチ・膠原病内科医として】
・個の関心に合わせ、臨床・基礎研究を極めたい
・母性内科医として、妊娠・出産に向き合っていきたい
・ゆりかごから墓場までみられる内科医になりたい
・国内外留学も検討していきたい
・日本の内科診療を変える気風を作っていきたい
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特色ある４チーム



臨床研究

日本リウマチ学会臨床研究推進小委員会委員
公衆衛生学修士(MPH)

臨床研究チームリーダー 矢嶋 宣幸（京大MCRコース卒業生）

研究デザインから、
論文投稿まで

初めてで全く自身のない方から
丁寧に指導します！

• 2週間に1回のメンタリング
• 一人一人の興味のあるテーマ

＊京都大学SPHにて研鑽を積んだ柳井医師、小黒医師
（2023.4月から進学予定）もおり、

合計3名の臨床研究専門家がいるのは当院の特徴です
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★
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★
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LUNA LUpus registry of NAtionwide institution

• 多施設SLEレジストリー
• 国内最大！22施設2000例！

昭和大学が事務局を担当

研究プロトコール合宿
大学の垣根を超えたディスカッション
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LUNA以外の使用できるデータベース

• J-CANVASレジストリ
• 700名のANCA関連血管炎多施設レジストリ

• RA bioレジストリー(ASHURA)
• 生物学的製剤を利用したRA患者

• NinJAデータべース
• RA15000人の多施設データ

• SLE信頼研究
• SLE700例のQOLを豊富に含んだデータ

• PROCTCAEデータ
• SLE200人による経時的なPROデータ

• レセプトデータベース
• IQUVIA、JAMDCなど

• 国立病院機構データベース
• 血液検査、カルテデータなどアウトカムも含む



仲
間
を
集
め
て
、
と
も
に
育
つ
。

す
べ
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は

『
患
者
さ
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を
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し
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ら
解
き
放
つ
』

た
め
に

膠
原
病
、
不
明
熱
、
感
染
症

何
で
も
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い
。

全
身
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ら
れ
る
医
者
作
り
。

臨床・教育チーム



臨床・教育チーム
“全身診れる医者づくり”

臨床教育チームリーダー高橋良

膠原病のみならず、感染症から不明熱
診療まで活躍できるジェネラルスペシャリストを

育成します。
レクチャースキルの向上や、勉強会などのプロ
ジェクト作成まで熱く全力でサポートします！！

疾患や症状を考える際
には、必ず解剖と病態
生理から考えること！

を原則にみんなで
学びましょう！



日頃から開催される勉強会
月 火 水 木 金 土

8時半
モーニング
レクチャー

9時〜9時半
症候学

担当：高橋

14時〜15時半
病棟レクチャ

担当：高橋

8時半
モーニング
レクチャー

8時半
モーニング
レクチャー

14-16時
回診カンファ
※外部有名医師による
回診もあり

17時〜17時半
・Journal Club

（毎週）
・臨床研究リテラ
シー勉強会（月１）

担当：柳井

・ケースカンファレ
ンス（月1-2）
※最新の知見を意識し
た症例振り返り

8時半
モーニング
レクチャー

9時〜9時半
症候学

担当：高橋

8時半
モーニング
レクチャー

8時半
モーニング
レクチャー

医局員、研修医に向けて
レクチャーを開催

講義内容をドロップボックス
に保存！振り返れます!



質の高い勉強会を企画運営

膠原病
フィジカル

セミナー

身体所見(フィジカル)の勉強会

• 第1回 循環器『心音の極意』 杏林大学循環器内科 佐藤徹先生

• 第2回 皮疹『皮膚の因数分解』 木沢記念病院 名誉院長 北島康夫先生

• 第3回 呼吸器『呼吸音フィジカル』 杏林大学呼吸器内科 皿谷健先生

• 第4回 高齢者『高齢者フィジカル・ピットフォール』 丸太町病院総合診療科 上田 剛士先生

• 第5回(予定) 関節『関節炎の診かた』 北播磨総合医療センター 三崎健太先生

膠原病
クリニカル

ベーシック

免疫学・解剖学・組織病理学など基礎医学の勉強会

• 第1回 『免疫学』 順天堂大学 三宅幸子先生

• 第2回 『免疫学②』 順天堂大学 三宅幸子先生

診断推論セミ
ナー

• 2020年12月～

• 第1回 千葉大学総合診療部 上原孝紀先生

• 第2回 千葉大学総合診療科 上原孝紀先生



母性チーム“安心して妊娠出産ができるよ
うに”

母性チームリーダー磯島咲子

「病気」を理由に妊娠、出産を諦めることがない
ように。「病気」を抱えながらの妊娠、出産を少
しでも安心して迎えられるように。その解決のた

めにできたのが、私たち母性チームです。

2014年から母性チームを立ち上げ、
助産師、産婦人科、小児科とともに
患者さんをサポートしています！

成育医療センターで研鑽を積んだ
磯島医師を中心に活動しています。



母性チーム：研究および学会活動

＜研究資金＞
・科研基盤C

１）SLE患者の妊娠出産に関する診療の質指標開発と学会主導レジストリを用いた検証（羽多
野）

２）膠原病患者の疾患活動性と育児ストレス （磯島）

・AMED

「全身性エリテマトーデスの末梢血シングルセル情報を有したコホートによる妊娠合併症の発症
機序の解明と発症リスクの同定」（矢嶋）

＜論文作成テーマ＞
１）合併妊娠に関する知識のアンケート調査（三浦/磯島)

２）SLE患者が妊娠をあきらめた背景に関する検討ーLUNAレジストリーからー（磯島）

３）ALRBの妊娠結果(磯島）

<日本リウマチ学会活動＞
１）PLESURE-J構築事務局補助（SLE多施設共同レジストリ）

２）妊娠可能年齢RA患者登録研究

３）妊娠登録調査委員会医院・ＷＧ委員



日本リウマチ学会奨励賞受賞

基礎研究チームリーダー磯崎健男

臨床現場（bed side）と研究室（bench
side）の垣根をなくして、日々の診療の中で
疑問に感じたことや治療に関してのことも理
解するための一つのツールとして用いていっ
て欲しいと考えています。

自分の中で考え、自分の中で計画
を立ててそこまで遂行する。このような考え
方を持てるようなDrになっていただきたいと
思います。

私たちスタッフはサポートを惜しみませ

ん。入ってみるとはまっていくことは受けあ
りです。一緒にやっていきましょう！

基礎研究チーム
“Bench Side to Bed Side”
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基礎研究の目標

“Bench side to Bed side”の考え方から”Bed side 
to Bench side”へ

実臨床下で疑問に思ったことを、解明する手段として基礎研究を日常臨床の中に取り組
んでいく

Basic
Research

Clinical
Research

Preclinical study

Verification in 
clinical trail

Identification of 
target molecule

Conventional 
translational 

research

Reverse 
translational 

research
Identification 
of biomarkers

Verification 
using in vitro 
and in vivo

Clarification of 
pathogenesis
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基礎研究チーム

PsA

ADAMs family

Cytokines 
and 

Chemokines
を中心とした研究

JAK inhibitor 

RA FLS 
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